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和文要旨
第110回日本解剖学会総会・全国学術集会 （会頭：
富山医科薬科大学教授 大谷 修； 副会頭：金 沢大学




The ll01h Annual Meeting of Japanese Association 
of Anatomists (JAAllO) (President : Prof. Osamu 
OHT ANI. Toyama Medical and Pharmaceutical Uni­
versity ; Vicepresident : Prof . Shoich i ISEKI, Kanazawa 
University) was h eld at Toyama Medical and 
Ph armaceutical University f rom March 29 to 31 in 
200 5. We report the ch aracteristics and results of 
th is meeting and briefly discuss th e way scientif ic 
meetings sh ould be organized. 
はじめに
第110回日本解剖学会総会・ 全国学 術 集 会 （ ］AA
110) （会頭：富山医科薬科大学教授 大谷 修； 副会
頭：金 沢大学教授 井 関尚一） を平成17年3月2 9日か
ら31日までの3日間， 富山医科薬科大学において開催
した（図1 ）。 「新設」 医科大学で日本解剖学会総会・
全国学術集会を担当したのは， 高知医科大学（瀬 口春




めてである。 また， 平成16年 8月に第16回国際解剖学
会議が京都において開催された 8ヵ月後という不利な
条件であった。 さらに， 平成16年には 財団法人日本学
会事務センターが破綻 し， 学会事務局に 混乱をきたし
図1 第110回総会・全国学術集会の看板
























































出発となるような試みを実施した。 第 1 に， 会員の多
くが日々格闘している解剖学教育に関する議論を深め




した。 第 2 に， 血管生物学をテーマとした日米合同解
剖学シンポジウム（日本解剖学会海外 交流委員会との
共同） を実施した。 第3 に， 細胞のタンパク質分解と
その機構， 受精とクローン， 情動・記憶の脳科学， リ
ンパ節の免疫監視機構など， 学際的領域を含めたシン
ポジウムを企画した（表 1 ）。 シンポジウムのテーマ
は， 学術委員会の提案を多く取り入れて決定した。 第
4 に， 次世代の主役たる学生のためのセッションを企
画・ 実施した。 この学生セッションは， 本学会の最も
独創的な点である。 第 5 に， 一般演題は， 総てをポス
ター発表とすることなく， 一部を口演とした。 第 6
に， 経費削減の一環として， 大学を学会場とした。 第




によった。 平成16年 8 月の京都における国際解剖学会
議終了後に演題登録 等を開始したために， 登録 締切が
12月末になり， さらに訂正などの申込が殺到し， 抄録
集（図 2 ) 1)の発行（3500部） が遅れ， 辛うじて学会
前に会員に送付することができた。
合計662演題が集まった。 内訳は，特別講演 1 演題，
パネルデイスカッション 4 演題， シンポジウム150演




参加者は， 会員950名 （ 大学院博 士課程の学生を含
む）， 招待講演者 43名 （外 国人 4 名 ）， 学部学生および
修士学生322名 （本学の学生を含む）， 企 業 関係者約
200名 および， その他の招待者， 本学の教職員， 市民


















図4 学生セッ ションで口演する本学医学科2 年
次生（当時）小柳哲男君（上）と聴衆（下）
会理事長 および小野武年本学学長 からご挨拶を頂い
た。 外 国人招待者からのショートトーク， 学生セッ









第 2 は， 1000人規模の学会を， 初めて本学キャンパ
スで実施できたことも評価したい。 わが国のどこの国

















ションについて考察する。 まず， 会期の 1 年前に， 全
国の関係講座に学生セッションへの積極的な参加を呼
びカミけた。 集まった演題は口演17題， ポスタ 3ー4題，











る。 この学生セッションに関する記事が， 平成17年 5
月23日発行の週刊医学界新聞（医学書院）第2634号に
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